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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】機能及び形状が異なる内視鏡の種別に合わせた
点検を行うことができる内視鏡用点検装置及び内視鏡用
点検システムを提供する。
【解決手段】内視鏡用点検装置１は、内視鏡が有するコ
ネクタが直接的又は間接的に接続されるコネクタ部２６
と、第１機構を機能させる第１制御と、第１機構とは異
なる第２機構を機能させる第２制御とを行う機能部２０
ａと、第１制御により機能した第１機構からの応答に基
づいて第１機構が不良であるか否かを判断し、第２制御
により機能した第２機構からの応答に基づいて第２機構
が不良であるか否かを判断する判断部３４と、コネクタ
部２６に対して第１機構が搭載された第１内視鏡が接続
された場合に、機能部２０ａに第１制御を行わせ、コネ
クタ部２６に対して第２機構が搭載された第２内視鏡が
接続された場合に、機能部２０ａに第２制御を行わせる
制御を行う制御部４４と、を備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が有するコネクタが直接的又は間接的に接続されるコネクタ部と、
　前記内視鏡に搭載され得る第１機構を機能させる第１制御と、前記内視鏡に搭載され得
る前記第１機構とは異なる第２機構を機能させる第２制御とを行う機能部と、
　前記第１制御により機能した前記第１機構からの応答に基づいて前記第１機構が不良で
あるか否かを判断し、前記第２制御により機能した前記第２機構からの応答に基づいて前
記第２機構が不良であるか否かを判断する判断部と、
　前記コネクタ部に対して前記第１機構が搭載された第１内視鏡が接続された場合に、前
記機能部に前記第１制御を行わせ、前記コネクタ部に対して前記第２機構が搭載された第
２内視鏡が接続された場合に、前記機能部に前記第２制御を行わせる制御を行う制御部と
、
　を備えることを特徴とする内視鏡用点検装置。
【請求項２】
　前記判断部による判断結果を報知する報知部を更に備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用点検装置。
【請求項３】
　点検の対象となる機構を表す機構情報を、前記内視鏡の機種ごとに記憶した記憶部と、
　前記コネクタ部に接続される内視鏡に関する機種情報を取得する機種情報取得部と、
　をさらに備え、
　前記制御部は、
　前記第１内視鏡に関する機種情報を取得すると、当該機種情報に基づいて、前記第１内
視鏡に関する機構情報を取得し、更に、前記第２内視鏡に関する機種情報を取得すると、
当該機種情報に基づいて、前記第２内視鏡に関する機構情報を取得する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用点検装置。
【請求項４】
　前記機種情報取得部は、前記コネクタ部に接続される内視鏡より前記機種情報を取得す
ることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用点検装置。
【請求項５】
　点検の対象とする前記内視鏡の機種を、ユーザにより選択させる機種選択部を更に備え
、
　前記機種情報取得部は、前記機種選択部より前記機種情報を取得することを特徴とする
請求項３に記載の内視鏡用点検装置。
【請求項６】
　前記第１機構、及び、前記第２機構を選択可能な点検機構選択部を更に備え、
　前記制御部は、前記点検機構選択部において前記第１機構が選択された場合、前記第１
制御を実行して、前記第１制御により機能した前記第１機構からの応答が所望の応答か否
かを判断するように前記判断部を制御し、
　更に、前記点検機構選択部において前記第２機構が選択された場合、前記第２制御を実
行して前記第２制御により機能した前記第２機構からの応答が所望の応答か否かを判断す
るように前記判断部を制御する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用点検装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の内視鏡用点検装置と、
　前記コネクタ部に接続される前記第１内視鏡が収容される第１収容ケースと、
　前記コネクタ部に接続される前記第２内視鏡が収容される第２収容ケースと、
　を備え、
　前記第１収容ケースは、前記コネクタ部が嵌合されるような寸法で形成された第１コネ
クタ受部を有し、
　前記第２収容ケースは、前記コネクタ部が嵌合されるような寸法で形成された第２コネ
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クタ受部を有することを特徴とする内視鏡用点検システム。
【請求項８】
　前記第１収容ケースの前記第１コネクタ受部と、前記第２収容ケースの前記第２コネク
タ受部とは、同一の寸法で形成されていることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡用点
検システム。
【請求項９】
　前記判断部による判断結果を報知する報知部を更に備え、
　前記第１機構は、前記第１内視鏡により被検体を照明するための照明機構であって、
　前記内視鏡用点検装置は、光を発生させる光源部と、前記光源部より発生した前記光を
前記内視鏡用点検装置の外部へ出射する出射口と、を有し、
　前記判断部は、前記第１内視鏡の前記照明機構により導光し、出射される前記光を受光
して電気信号に変換する光センサを含み、前記光センサにより出力された前記電気信号が
所望の電気信号か否かを判断し、
　前記報知部は、点検対象となった前記照明機構における不良の有無を報知することを特
徴とする請求項７に記載の内視鏡用点検システム。
【請求項１０】
　前記第１機構である前記照明機構は、前記光を導光するライトガイド、または、前記光
を被検体に対して出射する照明レンズを含むことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡用
点検システム。
【請求項１１】
　前記第１内視鏡を収容する前記第１収容ケースは、
　前記内視鏡用点検装置に嵌合されている状態において、
　前記出射口から出射される前記光の光軸上に位置して、前記光を透過する第１透光部と
、
　前記第１透光部を通過した前記光の光軸上に前記第１内視鏡における前記照明機構の入
射端が位置するように、前記第１内視鏡を固定する第１固定部と、
　前記光センサと同軸上に位置して、前記光を透過する第２透光部と、
　前記第２透光部を介して、前記光センサに対して前記光が照射されるような位置に前記
第１内視鏡における前記照明機構の出射端が位置するように、前記第１内視鏡を固定する
第２固定部と、
ことを有することを特徴とする請求項９に記載の内視鏡用点検システム。
【請求項１２】
　前記判断部による判断結果を報知する報知部を更に備え、
　前記第２機構は、前記第２内視鏡により被検体を撮像するための撮像機構であって、
　前記内視鏡用点検装置は、
　前記内視鏡に設けられた撮像部を駆動させる駆動信号を生成する駆動信号生成部と、当
該駆動信号生成部により生成された前記駆動信号を送信する駆動信号送信部と、を更に有
し、
　前記判断部は、前記第２内視鏡に設けされた前記撮像部が前記駆動信号に基づいて応答
した応答信号を受信する応答信号受信部を含み、当該応答信号受信部が受信した前記応答
信号が所望の信号であるか否かを判断し、
　前記報知部は、点検対象となった前記撮像機構における不良の有無を報知する、
ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡用点検システム。
【請求項１３】
　前記内視鏡用点検装置は、前記駆動信号、及び、前記応答信号を通信するための第１電
気端子、を備え、
　前記内視鏡は、前記駆動信号、及び、前記応答信号を通信するための第２電気端子、を
備え、
　前記第２内視鏡を収容する前記第２収容ケースは、前記内視鏡用点検装置に嵌合されて
いる状態において、
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　前記第１電気端子から送信された前記駆動信号を前記第２電気端子に伝送し、前記第２
電気端子から送信された前記応答信号を前記第１電気端子に伝送する通信回路、を備える
、
ことを特徴とする請求項１２に記載の内視鏡用点検システム。
【請求項１４】
　前記第２機構である前記撮像機構は、被検体像を入光するレンズを含む対物光学系、当
該対物光学系における結像面に配置された撮像素子、または、前記駆動信号及び前記応答
信号を伝送する伝送ケーブルを含む、
ことを特徴とする請求項１２に記載の内視鏡用点検システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に搭載される機能に応じた検査を行う内視鏡用点検装置及び内視鏡用
点検システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体の内部の被写体を撮像する撮像素子を備える内視鏡、内視鏡により撮像さ
れた被写体の観察画像を生成するビデオプロセッサ、内視鏡から被写体に対して照射する
照明光を生成する光源装置、及び、ビデオプロセッサにより生成された被写体の観察画像
を表示するモニタ等を備えた内視鏡システムが、医療分野及び工業分野等において広く用
いられている。
【０００３】
　このような内視鏡システムにおける内視鏡は、多くの症例に耐え得るよう、高度な安全
性を考慮した設計・構造を採っており、これにより長期間に亘る繰り返し使用（リユース
）が可能となっている。一方で、近年、いわゆるディスポーザブルタイプの内視鏡も知ら
れるようになっている。
【０００４】
　このディスポーザブルタイプの内視鏡は、基本的に１症例に対してのみ使用されること
を前提とされており、これによりリユースタイプの内視鏡に比して簡便な構造を採ること
も多い。
【０００５】
　ところで、一般にこの種の内視鏡は、リユースタイプまたはディスポーザブルタイプに
依らず、ひとたび工場から出荷された後、実際に使用される病院等の施設においては様々
な扱いを受けることになる。従って、出荷後の内視鏡は、たとえ工場出荷時においては何
等不良が存在しなかったとしても、取り扱い状況によっては故障が生じる虞があった。
【０００６】
　例えば、内視鏡診断のために内視鏡を施設内において搬入する際に、内視鏡自体に予期
しない外力が印可された場合、または、想定しない状況下に置かれた場合等において、撮
像部または照明系部位に故障が生じてしまう虞があった。これは、簡便な構造を採るディ
スポーザブルタイプの内視鏡においてより影響が大きかった。
【０００７】
　一方、内視鏡検査及び治療に用いる医療機器を取り巻く環境は、機器が正常に機能する
ことが前提の環境で成り立っているため、使用される機器に故障がないか否かを定期的に
点検することが求められる。そのため、特開２０１０－５１４４０号公報（特許文献１）
には、ライトガイドを構成する光ファイバの折損状況を判定できる内視鏡システムが開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－５１４４０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、近年の医療施設においては、多くの症例に対応できるようにバリエーシ
ョンに富んだ内視鏡が導入されており、内視鏡の種別に応じて機能及び形状（例えば、撮
像部に搭載される撮像素子の種別、及び、照明光学系を構成するライトガイドの長さ及び
太さ）が異なっている。そのため、機能及び形状が異なる内視鏡の種別に合わせた点検が
必要であったが、従来の内視鏡用点検装置は、機能及び形状が異なる内視鏡の種別に合わ
せた点検ができないという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、機能及び形状が異なる内視鏡の種別に合
わせた点検を行うことができる内視鏡用点検装置及び内視鏡用点検システムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡用点検装置は、内視鏡が有するコネクタが直接的又は間接的に
接続されるコネクタ部と、前記内視鏡に搭載され得る第１機構を機能させる第１制御と、
前記内視鏡に搭載され得る前記第１機構とは異なる第２機構を機能させる第２制御とを行
う機能部と、前記第１制御により機能した前記第１機構からの応答に基づいて前記第１機
構が不良であるか否かを判断し、前記第２制御により機能した前記第２機構からの応答に
基づいて前記第２機構が不良であるか否かを判断する判断部と、前記コネクタ部に対して
前記第１機構が搭載された第１内視鏡が接続された場合に、前記機能部に前記第１制御を
行わせ、前記コネクタ部に対して前記第２機構が搭載された第２内視鏡が接続された場合
に、前記機能部に前記第２制御を行わせる制御を行う制御部と、を備える。
【００１２】
　本発明の一態様の内視鏡用点検システムは、内視鏡が有するコネクタが直接的又は間接
的に接続されるコネクタ部と、前記内視鏡に搭載され得る第１機構を機能させる第１制御
と、前記内視鏡に搭載され得る前記第１機構とは異なる第２機構を機能させる第２制御と
を行う機能部と、前記第１制御により機能した前記第１機構からの応答に基づいて前記第
１機構が不良であるか否かを判断し、前記第２制御により機能した前記第２機構からの応
答に基づいて前記第２機構が不良であるか否かを判断する判断部と、前記コネクタ部に対
して前記第１機構が搭載された第１内視鏡が接続された場合に、前記機能部に前記第１制
御を行わせ、前記コネクタ部に対して前記第２機構が搭載された第２内視鏡が接続された
場合に、前記機能部に前記第２制御を行わせる制御を行う制御部と、を備える内視鏡用点
検装置と、前記コネクタ部に接続される前記第１内視鏡が収容される第１収容ケースと、
前記コネクタ部に接続される前記第２内視鏡が収容される第２収容ケースと、を備え、前
記第１収容ケースは、前記コネクタ部が嵌合されるような寸法で形成された第１コネクタ
受部を有し、前記第２収容ケースは、前記コネクタ部が嵌合されるような寸法で形成され
た第２コネクタ受部を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡用点検装置及び内視鏡用点検システムによれば、機能及び形状が異なる
内視鏡の種別に合わせた点検を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】内視鏡が保管された状態の保管トレイの構成を示す図である。
【図２】保管トレイの蓋部を拡大した拡大図である。
【図３】内視鏡用点検装置の外観構成を示す斜視図である。
【図４】内視鏡用点検装置の内部構成を示すブロック図である。
【図５】内視鏡用点検装置の詳細な内部構成を示すブロック図である。
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【図６】内視鏡用点検装置１による検査処理の流れの一例を説明するためのフローチャー
トである。
【図７】内視鏡が包装された状態のブリスターパックの構成を示す図である。
【図８】ブリスターパックの他の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１６】
（第１の実施形態）
　まず、本発明の第１の実施形態の内視鏡用点検装置を説明する前に、内視鏡用点検装置
の検査対象となる内視鏡の構成、並びに、洗浄処理、消毒処理、及び、滅菌処理等が施さ
れた内視鏡が保管される保管トレイの構成について、図１及び図２を用いて説明する。
【００１７】
（内視鏡及び保管トレイの概略構成）
　図１は、内視鏡が保管された状態の保管トレイの構成を示す図であり、図２は、保管ト
レイの蓋部を拡大した拡大図である。
【００１８】
　内視鏡１０１は、被検体の体腔内等に挿入される細長の挿入部１１０と、挿入部１１０
の基端側に配設され術者が把持して操作を行う内視鏡操作部１２０と、内視鏡操作部１２
０の側部から延出するように一方の端部が設けられたユニバーサルコード１３０と、ユニ
バーサルコード１３０の基端側に配設され、図示しない光源装置またはビデオプロセッサ
の前面に着脱自在に接続される内視鏡側電気コネクタ部１４０と、を有して構成されてい
る。
【００１９】
　挿入部１１０は、先端側に設けられた硬質の先端部１１１の他、先端部１１１の後端に
設けられた湾曲自在の湾曲部１１２、湾曲部１１２の後端に設けられた長尺かつ可撓性を
有する可撓管部１１３等を有して構成されている。
【００２０】
　本実施形態においては、挿入部１１０の先端部１１１には、被写体像を入光するレンズ
を含む対物光学系（図示せず）と、対物光学系における結像面に配置された撮像素子を含
む撮像部１１４と、が配設される。
【００２１】
　なお、本実施形態に係る内視鏡用点検装置は、内視鏡１０１における「撮像部１１４」
に係る故障状況を容易に検査可能とする検査装置に係るものであるが、本願発明の実施形
態を説明する本明細書において「撮像部１１４に係る故障状況」には、「撮像部１１４が
有している撮像素子に係る故障状況」を含むことは勿論、撮像素子を駆動する回路部分、
または、撮像素子に至るまでの電気的な配線を含む回路部分に係る故障状況を含むものと
する。
【００２２】
　また、挿入部１１０の先端部１１１の先端面には、被写体に対して照明光を照射する照
明部を構成するライトガイド出射口１１５が形成されている。
【００２３】
　ユニバーサルコード１３０の基端側には内視鏡側電気コネクタ部１４０が配設されてい
る。本実施形態においては、内視鏡側電気コネクタ部１４０は、ライトガイドと電気接点
とが一体に構成されるタイプのコネクタが採用され、図示しない光源装置またはビデオプ
ロセッサの前面に着脱自在に接続されるようになっている。
【００２４】
　なお、本実施形態では、内視鏡側電気コネクタ部１４０として、ライトガイドと電気接
点とが一体に構成されるタイプのコネクタを採用するものとしたが、内視鏡側電気コネク
タ部１４０の構成はこれに限らず、いわゆるライトガイドコネクタとビデオコネクタとが
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２股に分岐するタイプのコネクタ形式等、他の形式のコネクタを採用してもよい。
【００２５】
　具体的に本実施形態における内視鏡側電気コネクタ部１４０は、内視鏡側電気コネクタ
部１４０の先端から突出する流体管路の接続端部となる口金（図示せず）と、照明光の供
給端部となるライトガイド入射口１４１と、内視鏡側通信コネクタ１４２とが形成される
。
【００２６】
　内視鏡側通信コネクタ１４２は、内視鏡１０１がビデオプロセッサ等に接続された際に
、内視鏡１０１に対して所定の信号を送受信するための通信手段、及び、電源の供給手段
となる。
【００２７】
　また、本実施形態において内視鏡側通信コネクタ１４２は、内視鏡１０１を検査する際
において、内視鏡用点検装置からの所定の信号及び電源を受信する受信部となると共に、
撮像部１１４に係る状態を示す応答信号の送信部としての機能も果たすようになっている
。
【００２８】
　また、本実施形態の保管トレイ１５０は、洗浄処理、消毒処理、及び、滅菌処理等が施
されたリユースタイプの内視鏡１０１が保管されるものであり、本体部１６０及び蓋部１
７０を有して構成されている。本実施形態では、内視鏡用点検装置１と、１つ以上の保管
トレイ１５０とにより内視鏡用点検システムが構成される。
【００２９】
　本体部１６０は、内視鏡１０１の大きさ、形状に限定されることなく、一般的な内視鏡
の大きさ、形状に合わせた固定部１６１を備える。ユーザは、内視鏡１０１を固定部１６
１の形状に合わせて配置する。
【００３０】
　また、蓋部１７０には、後述する内視鏡用点検装置１の突起部１３が嵌合する嵌合部１
７１が上面に形成されている。なお、保管トレイ１５０は、蓋部１７０の上面に嵌合部１
７１が形成されているが、嵌合部１７１が形成される面は蓋部１７０の上面に限定される
ことなく、例えば本体部１６０の側面の１つに形成されていてもよい。
【００３１】
　蓋部１７０は、先端部１１１のライトガイド出射口１１５に対向する位置にカバーガラ
ス１７２を備える。また、蓋部１７０は、挿入部１１０の先端部１１１の位置決めを行う
ための位置決め部材１７３を備える。
【００３２】
　また、蓋部１７０は、内視鏡側電気コネクタ部１４０のライトガイド入射口１４１に対
向する位置にカバーガラス１７４を備える。また、蓋部１７０は、内視鏡側電気コネクタ
部１４０の位置決めを行うための位置決め部材１７５を備える。
【００３３】
　また、蓋部１７０は、位置決め部材１７５により内視鏡側電気コネクタ部１４０の位置
が決められた際に、内視鏡側通信コネクタ１４２に接続される導通部１７６を備える。導
通部１７６は、電気ケーブル１７７を介して電気コネクタ１７８に接続される。
【００３４】
（内視鏡用点検装置の構成）
　次に、本実施形態の内視鏡用点検装置の構成について、図３、図４及び図５を用いて説
明する。
【００３５】
　図３は、内視鏡用点検装置の外観構成を示す斜視図であり、図４は、内視鏡用点検装置
の内部構成を示すブロック図であり、図５は、内視鏡用点検装置の詳細な内部構成を示す
ブロック図である。
【００３６】
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　図３に示すように、内視鏡用点検装置１は、検査結果等を表示する表示部１１と、検査
開始を指示するための開始ボタン１２とを上面に備えている。また、内視鏡用点検装置１
は、下面に保管トレイ１５０の蓋部１７０の嵌合部１７１に嵌合する突起部１３を下面に
備えている。
【００３７】
　図４に示すように、内視鏡用点検装置１は、表示部１１及び開始ボタン１２に加え、基
板部２０と、光ファイバ２１と、カバーガラス２２と、導光路２３と、カバーガラス２４
と、電気ケーブル２５と、装置側電気コネクタ部２６とを有して構成されている。
【００３８】
　カバーガラス２２は、内視鏡用点検装置１の突起部１３が蓋部１７０の嵌合部１７１に
嵌合された際に、蓋部１７０のカバーガラス１７４に対向する位置に設けられている。同
様に、カバーガラス２４は、内視鏡用点検装置１の突起部１３が蓋部１７０の嵌合部１７
１に嵌合された際に、蓋部１７０のカバーガラス１７２に対向する位置に設けられている
。
【００３９】
　さらに、装置側電気コネクタ部２６は、内視鏡用点検装置１の突起部１３が蓋部１７０
の嵌合部１７１に嵌合された際に、蓋部１７０の電気コネクタ１７８に接続される位置に
設けられている。すなわち、装置側電気コネクタ部２６には、内視鏡１０１が有する内視
鏡側電気コネクタ部１４０が間接的に接続される構成になっている。なお、装置側電気コ
ネクタ部２６には、内視鏡１０１が有する内視鏡側電気コネクタ部１４０が直接的に接続
される構成であってもよい。
【００４０】
　図５に示すように、内視鏡用点検装置１は、基板部２０の各回路に電源を供給するバッ
テリ２７を備えている。バッテリ２７からの電源は、基板部２０、電気ケーブル２５及び
装置側電気コネクタ部２６を介して、保管トレイ１５０に保管された検査対象の内視鏡１
０１にも供給されるようになっている。なお、本実施形態では、バッテリ２７により基板
部２０及び内視鏡１０１に電源を供給する構成であるが、これに限定されることなく、例
えば、ＡＣプラグ等を介して商用電源を供給する構成であってもよい。
【００４１】
　図５等に示すように基板部２０は、それぞれの機能を有する機能部を構成し、すなわち
、検査対象の内視鏡１０１との間で所定信号を送受可能とする送受信部３１と、内視鏡１
０１に対して送信する駆動信号を生成する信号生成部３２と、内視鏡１０１からの応答信
号を受信可能とする応答信号受信部３３と、内視鏡１０１における撮像部１１４に係る状
態の良否を判断する第１判断部３４と、前記駆動信号に係る情報を記憶した記憶部３５と
、第１判断部３４における判断結果に基づいて所定の情報を報知する報知部３６と、を主
に備える。
【００４２】
　これら第１判断部３４等の各機能部は、主として検査対象である内視鏡１０１における
撮像部１１４の検査を行う役目を果たす。
【００４３】
　また、基板部２０は、内視鏡１０１に供給するための検査光を発生する光源部４１と、
検査光を所定の電気信号に変換して出力する光センサ部４２と、内視鏡１０１におけるラ
イトガイドに係る状態の良否を判断する第２判断部４３と、を備える。
【００４４】
　光源部４１が発生した検査光は、光ファイバ２１を介して内視鏡１０１に供給される。
この検査光は、内視鏡１０１に挿通されたライドガイドを介して伝送され、先端部１１１
から出射される。先端部１１１から出射された検査光は、導光路２３を介して光センサ部
４２に伝送される。
【００４５】
　これら第２判断部４３等の各機能部は、主として検査対象である内視鏡１０１における
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照明光学系の検査を行う役目を果たす。
【００４６】
　さらに基板部２０は、上述した各機能部（図５中、符号２０ａで示す部分）を制御する
ための制御部４４と、検査対象の内視鏡１０１の種別を判別する種別判別部４５と、を備
える。
【００４７】
　種別判別部４５は、電気ケーブル２５、装置側電気コネクタ部２６、電気コネクタ１７
８、電気ケーブル１７７及び導通部１７６を介して、検査対象の内視鏡１０１に接続され
た際に、内視鏡１０１の内視鏡側電気コネクタ部１４０に記憶されているスコープ情報を
読み出し、内視鏡１０１の種別を判別する。
【００４８】
　なお、種別判別部４５は、内視鏡側電気コネクタ部１４０に記憶されているスコープ情
報を読み出し、内視鏡１０１の種別を判別することに限定されることなく、例えば、内視
鏡側電気コネクタ部１４０の設けられた内視鏡１０１の種別を識別するための識別抵抗の
抵抗値を検出し、検出した識別抵抗の抵抗値に基づいて内視鏡１０１の種別を判別しても
よい。
【００４９】
　また、本実施形態では、内視鏡１０１からスコープ情報を読み出して、内視鏡１０１の
種別を判別しているが、これに限定されるものではない。例えば、内視鏡１０１の種別を
選択させるための機種選択画面を表示部１１に表示し、ユーザが、表示部１１に表示され
た入力画面を用いて、保管トレイ１５０に保管されている検査対象の内視鏡１０１の種別
を選択するようにしてもよい。この表示部１１に表示される機種選択画面は、内視鏡の種
別をユーザに選択させるための機種選択部を構成する。
【００５０】
　さらに、撮像部１１４に搭載される撮像素子の種別、及び／又は、照明光学系を構成す
るライトガイドの種別を選択するための点検機構選択画面を表示部１１に表示し、ユーザ
が表示部１１に表示された点検機構選択画面を用いて、検査対象の内視鏡１０１の撮像部
１１４の種別、及び／又は、照明光学系の種別を選択するようにしてもよい。この表示部
１１に表示される点検機構選択画面は、検査対象の内視鏡１０１の撮像部１１４の種別、
及び／又は、照明光学系の種別を選択可能な点検機構選択部を構成する。
【００５１】
　制御部４４は、種別判別部４５により判別された内視鏡１０１の種別に応じて各機能部
２０ａにおける各回路の動作を制御する。
　具体的には、機能部２０ａは、内視鏡１０１に搭載される第１機構（例えばＣＭＯＳ）
を機能させる第１制御と、内視鏡１０１に搭載される第２機構（例えばＣＣＤ）を機能さ
せる第２制御とを行う。また、機能部２０ａは、内視鏡１０１に搭載される第１機構（例
えば太いライトガイド）を機能させる第１制御と、内視鏡１０１に搭載される第２機構（
例えば細いライトガイド）を機能させる第２制御とを行う。これらの制御について具体的
に説明する。
【００５２】
（撮像部の検査）
　記憶部３５は、検査対象となる内視鏡１０１の種別に応じた駆動信号に係る情報を記憶
する。この駆動信号は、内視鏡１０１が保管トレイ１５０に保管されている状態で内視鏡
用点検装置１に接続された際に、撮像部１１４を駆動させるための信号である。
【００５３】
　なお、記憶部３５は、一方で、内視鏡１０１の種別に応じた基準応答信号のパターン情
報をさらに記憶するようになっている（この点については、後述する）。
【００５４】
　信号生成部３２は、記憶部３５および送受信部３１に接続され、制御部４４の制御下に
記憶部３５から読み出された内視鏡１０１の種別に応じた情報に基づいて、内視鏡用点検
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装置１に接続された検査対象である内視鏡１０１の種別に応じた駆動信号を生成し、後段
の送受信部３１に向けて出力するようになっている。
【００５５】
　信号生成部３２において生成された駆動信号は、制御部４４の制御下に、送受信部３１
、電気ケーブル２５、装置側電気コネクタ部２６、電気コネクタ１７８、電気ケーブル１
７７及び導通部１７６を介して、内視鏡１０１に向けて送信されるようになっている。
【００５６】
　これにより、内視鏡検査時において内視鏡用点検装置１に接続された内視鏡１０１には
、信号生成部３２において生成された駆動信号が入力され撮像部１１４が駆動されること
となる。一方、内視鏡１０１からは、駆動信号によって駆動された撮像部１１４の動作に
応じた応答信号が出力されることとなる。
【００５７】
　送受信部３１は、信号生成部３２および応答信号受信部３３と接続され、制御部４４の
制御下に、信号生成部３２において生成された駆動信号を内視鏡１０１に向けて送信する
と共に、内視鏡１０１からの応答信号を受信する機能を有する。
【００５８】
　応答信号受信部３３は、制御部４４の制御下に、送受信部３１により受信された内視鏡
１０１からの応答信号を受信可能になっている。
【００５９】
　すなわち、本実施形態において応答信号受信部３３は、内視鏡１０１の検査時において
、制御部４４の制御下に、内視鏡１０１から出力される応答信号を、装置側電気コネクタ
部２６、電気ケーブル２５、及び、送受信部３１を介して受信し、後段の第１判断部３４
に向けて出力するようになっている。
【００６０】
　第１判断部３４は、制御部４４の制御下に、応答信号受信部３３において受信した応答
信号に基づいて、内視鏡１０１における撮像部１１４に係る状態の良否を判断する。具体
的には、第１判断部３４は、記憶部３５に記憶された内視鏡１０１の種別に応じた「基準
応答信号のパターン情報」を参照して応答信号を検査する。
【００６１】
　例えば、第１判断部３４は、内視鏡１０１の撮像部１１４が取得した画像情報に係る応
答信号から得られる、「カラーチャート情報」、「白傷情報」、「ノイズ情報」、「撮像
素子自体の故障の有無情報」に基づいて、撮像部１１４に係る状態の良否を判断する。
【００６２】
　報知部３６は、第１判断部３４における判断結果を表示部１１に表示する。なお、報知
部３６は、撮像部１１４に何らかの支障がある場合は、所定の警告情報、例えば警告音、
警告メッセージ、表示部１１の明滅等により状態を告知するようにしてもよい。
【００６３】
（照明光学系の検査）
　記憶部３５は、検査対象となる内視鏡１０１の種別に応じた検査光に係る情報を記憶す
る。この検査光は、内視鏡１０１が保管トレイ１５０に保管されている状態で内視鏡用点
検装置１に接続された際に、内視鏡１０１におけるライトガイド等の照明光学系に出射す
るための光である。
【００６４】
　なお、記憶部３５は、一方で、内視鏡１０１の種別に応じた検査応答光の情報をさらに
記憶するようになっている（この点については、後述する）。
【００６５】
　光源部４１は、制御部４４の制御下に、記憶部３５から読み出された内視鏡１０１の種
別に応じた検査光に係る情報に基づいて、内視鏡１０１における照明光学系を検査するた
めの検査光を生成する。内視鏡１０１の種別に応じて、ライトガイドの長さ及び太さが異
なる。そのため、検査光は、内視鏡１０１の種別に応じて、内視鏡１０１を検査するため
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に十分な光に設定されるようになっている。
【００６６】
　また、光ファイバ２１は、光源部４１の出力端に接続され、光源部４１において生成し
た検査光を伝送する。また、光ファイバ２１の先端にはカバーガラス２２が配設される。
【００６７】
　カバーガラス２２は、内視鏡用点検装置１の突起部１３が保管トレイ１５０の嵌合部１
７１に嵌合された際にカバーガラス１７４に対向する位置に配置されている。これにより
、光源部４１から光ファイバ２１を介して伝送された検査光は、保管トレイ１５０の保管
された内視鏡１０１のライトガイド入射口１４１に対して出射されるようになっている。
【００６８】
　カバーガラス２４は、内視鏡用点検装置１の突起部１３が保管トレイ１５０の嵌合部１
７１に嵌合された際にカバーガラス１７２に対向する位置に配置されている。これにより
、カバーガラス２４は、保管トレイ１５０の保管された内視鏡１０１のライトガイド出射
口１１５から出射される検査応答光を受光するようになっている。
【００６９】
　導光路２３は、一端にはカバーガラス２４が配置され、他端には光センサ部４２が接続
されている。そして導光路２３は、カバーガラス２４において受光した内視鏡１０１から
の検査応答光を光センサ部４２まで伝送する。
【００７０】
　また、基板部２０上の照明光学系検査機能部における光センサ部４２は、導光路２３を
伝送された内視鏡１０１からの検査応答光を受光し、受光した光（検査応答光）を所定の
電気信号に変換して出力する。
【００７１】
　さらに、第２判断部４３は、光センサ部４２からの電気信号を受信し、受信した電気信
号に基づいて、検査対象である内視鏡１０１におけるライトガイド等の照明光学系に係る
状態の良否を判断する。具体的には、第２判断部４３は、記憶部３５に記憶された内視鏡
１０１の種別に応じた「検査応答光の情報」を参照して応答信号を検査する。
【００７２】
　報知部３６は、第１判断部３４に係る判断結果に基づいて所定の情報を報知すると共に
、第２判断部４３における判断結果に基づいて所定の情報を報知する機能を有する。具体
的には、報知部３６は、第１判断部３４に係る判断結果に基づいた所定の情報及び第２判
断部４３における判断結果に基づいた所定の情報を表示部１１に表示する。
【００７３】
（内視鏡用点検装置による内視鏡の検査）
　次に、本実施形態の内視鏡用点検装置１を用いて、保管トレイ１５０に保管された内視
鏡１０１を検査する様子について説明する。
【００７４】
　図６は、内視鏡用点検装置１による検査処理の流れの一例を説明するためのフローチャ
ートである。
【００７５】
　図６の処理は、ユーザが内視鏡用点検装置１の突起部１３を保管トレイ１５０の蓋部１
７０の嵌合部１７１に嵌合し、内視鏡用点検装置１の開始ボタン１２を押すことで開始さ
れる。
【００７６】
　まず、種別判別部４５は、保管トレイ１５０に保管された内視鏡１０１の種別を判別す
る（Ｓ１）。上述したように、種別判別部４５は、電気ケーブル２５、装置側電気コネク
タ部２６、電気コネクタ１７８、電気ケーブル１７７及び導通部１７６を介して、内視鏡
１０１の内視鏡側電気コネクタ部１４０に記憶されているスコープ情報を読み出し、内視
鏡１０１の種別を判別する。
【００７７】
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　次に、制御部４４は、種別判別部４５により判別された内視鏡１０１の種別に応じた検
査情報を記憶部３５から読み出す（Ｓ２）。第１判断部３４は、読み出された検査情報に
基づいて撮像部１１４の良否を判断する（Ｓ３）。第２判断部４３は、読み出された検査
情報に基づいて照明光学系の良否を判断する（Ｓ４）。
【００７８】
　最後に、報知部３６は、撮像部１１４の良否の判断結果（検査結果）、及び照明光学系
の良否の判断結果（検査結果）を表示部１１に表示し（Ｓ５）、処理を終了する。
【００７９】
　以上のように、内視鏡用点検装置１は、保管トレイ１５０に保管されている検査対象の
内視鏡１０１の種別を判別し、内視鏡１０１の種別に応じて、撮像部１１４及び照明光学
系の良否の判定を行うようにした。これにより、内視鏡用点検装置１は、撮像部１１４に
搭載された撮像素子の種類（ＣＭＯＳ、ＣＣＤ等）、照明光学系を構成するライトガイド
の種類（長さ及び太さ）に応じた検査を行うことができる。
【００８０】
　よって、本実施形態の内視鏡用点検装置によれば、機能及び形状が異なる内視鏡の種別
に合わせた点検を行うことができる。
【００８１】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。
【００８２】
　図７は、内視鏡が包装された状態のブリスターパックの構成を示す図である。なお、図
７において、図１と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００８３】
　第２の実施形態では、第１の実施形態の保管トレイ１５０に代わり、ブリスターパック
２００を用いて構成されている。ブリスターパック２００には、検査対象の内視鏡１０１
Ａが包装されている。すなわち、本実施形態の内視鏡用点検措置１は、ブリスターパック
２００に包装されているディスポーザブルタイプの内視鏡１０１Ａを、ブリスターパック
２００に包装されている状態で検査することを特徴とする。
【００８４】
　ブリスターパック２００の上面には、内視鏡用点検装置１の突起部１３が嵌合する嵌合
部２０１が形成されている。また、ブリスターパック２００は、所定の内視鏡１０１Ａの
各所定部位の大きさ・形状に応じた包装部２０２が形成された、いわゆるディスポーザブ
ルタイプの内視鏡１０１Ａ専用の包装物である。
【００８５】
　内視鏡１０１Ａの先端部１１１及び内視鏡側電気コネクタ部１４０は、包装部２０２に
よって、第１の実施形態と同様に嵌合部２０１に向けて固定される。
【００８６】
　内視鏡用点検装置１の構成は、第１の実施形態と同様である。ユーザは、突起部１３を
嵌合部２０１に嵌合させて、開始ボタン１２を押下することで、第１の実施形態と同様に
、内視鏡１０１Ａの種別に応じた検査を行うことができる。
【００８７】
　なお、ブリスターパック２００は、嵌合部２０１が上面に形成されているが、嵌合部２
０１が形成される面は、上面に限定されることはない。
【００８８】
　図８は、ブリスターパックの他の構成を示す図である。図８に示すように、ブリスター
パック２００Ａは、側面の１つに嵌合部２０１Ａが形成されている。ブリスターパック２
００Ａに包装された内視鏡１０１Ａの先端部１１１及び内視鏡側電気コネクタ部１４０は
、側面の１つに設けられた嵌合部２０１Ａに向けて固定する。
【００８９】
　この結果、図８に示すように、複数のブリスターパック２００Ａ（第１収容ケース、第
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１３を嵌合部２０１Ａに順次嵌合させることで、ブリスターパック２００Ａに包装された
内視鏡１０１Ａの検査を迅速に実施することができる。
【００９０】
　なお、本明細書におけるフローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。
【００９１】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲
において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００９２】
　１…内視鏡用点検装置、１１…表示部、１２…開始ボタン、１３…突起部、２０…基板
部、２１…光ファイバ、２２…カバーガラス、２３…導光路、２４…カバーガラス、２５
…電気ケーブル、２６…装置側電気コネクタ部、２７…バッテリ、３１…送受信部、３２
…信号生成部、３３…応答信号受信部、３４…第１判断部、３５…記憶部、３６…報知部
、４１…光源部、４２…光センサ部、４３…第２判断部、４４…制御部、４５…種別判別
部、１０１，１０１Ａ…内視鏡、１１０…挿入部、１１１…先端部、１１２…湾曲部、１
１３…可撓管部、１１４…撮像部、１１５…ライトガイド出射口、１２０…内視鏡操作部
、１３０…ユニバーサルコード、１４０…内視鏡側電気コネクタ部、１４１…ライトガイ
ド入射口、１４２…内視鏡側通信コネクタ、１５０…保管トレイ、１６０…本体部、１６
１…固定部、１７０…蓋部、１７１…嵌合部、１７２…カバーガラス、１７３…位置決め
部材、１７４…カバーガラス、１７５…位置決め部材、１７６…導通部、１７７…電気ケ
ーブル、１７８…電気コネクタ、２００，２００Ａ…ブリスターパック、２０１，２０１
Ａ…嵌合部、２０２…包装部。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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